
雷管の底型とその威力に及ぼす影響

黄 噂炊事,陳 福梅事

(訳者 LIJ車扱一GB●+)

No.2MiningExplosive (中国に於ける炭鉱用爆薬)を受爆薬包として用い,萄々の庇型

を有する晋管の威力を検附した｡実際の使用条件とよく一放した括黒を得るために.曾管を受

薬包のなかに直接挿入して横牡させたこと.ならびにそれ以外の爆薬との比較するために.T
NT及び鈍性化した糠薬を受燥薬包として.庸菅の起爆力をAirGapTeslにより湘定して求

めた｡

得られた結果に依れば.受粉色に紅接押入した場合.底上げ雷管は平底雷管より威力は鼓分

襲い起爆力を示す｡しかし乍ら.AirGapTcstではポール続で包み,底なしとした雷管の場

合は逆のデータが得られた｡さらに平均糠速仲 と,鈍性爆薬の試験からは,底上げと平底の

関には殆んど差掛 まなかった｡そこで終曲 としては.恐らく,雷管を底上げにする必熟 まな

いと考えられる｡

1. 椿 歯

雷管の底部の形状がその威力に及ぼす形弓削こついて

は多くの報告があるが.正放な結飴はまだないようで

ある｡その理由は,それぞれの結果には鼓分かの不一

敦があるように思えるからである｡これらは失政条件

が同一でないことに依るものであろう｡雷管は鉱山で

用いられるので.我 の々英故条件も出来る限り,英際

の使用条件に近いところで実施するのが妥当であると

考えた｡

理絵的には底上げは典中的効果を与えることが･出来

る｡ライナーの形成がなければ,典められた帯革波を

形成させ.その爆鋒効果を一点に蝕めることが出来る

し.ライナーがあれば.さらに金属ジェ･/トも形成す

ることが出来る｡

ライナーを持たない底上げ雷管については,典中効

果は.その焦点で威力を強める反面.それだけ起糠面

軌 ま減少する｡金属管体の雷管は,メタルジェット.e

形成するが,それはきわめて小さい径のものである｡

このジェットは高温高速であるにも拘らず,このよう

な小さいジェットが爆薬包を起爆する力があるかどう

かは疑問である｡本研究の殆んどの場合,径30mm¢
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厚み10mmの鉛板 (Pb-Phte)を爆痕を社隊するため

に用い,その凹みを容嶺で測定して.受燦薬包の撫養

の完結皮を表わすことにした｡それとは別に.平均撫

轟速度と,爆轟のAirGap の掩擬も測定した｡

2. 垂 墳

Fig.1に示すように,三種の常軌 利払 底上げ,

ならびに凸底で,管体の材質は,q.戟,アルミ,.およ

び銅である｡これらの雷管はFig.1に示される同一粂
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件で組立てられた｡No.2MiningExplosiyeはNH-

N0385%,TNTl1%.禾瀞 4%,7スフ丁ルト0.8%

から構成されている｡
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5cmの所での受爆包の平均の爆轟速度

をイオンギャップ法で測定した｡カウンターの輔度はIJJS

のものを使用した｡結果をTablelに示した

｡3位鼓の宙管とも.平均爆連の伍は殆んど同一であっ

た｡12) 鉛板の凹みの容赦も同時に瓢定した｡拭攻の装置をFig.3に示

す｡凹みの深さはマイクロゲージを用い,容帝はNo.60の蹄を通

過させ.洗淋乾燥 を施した砂 (仮比藍は1.3)で測定した｡雷管の下側にある受爆薬は比盃が1.0g/cm3.その

韮魚を1gから4gに変化に変化させ.雷管廊周辺の燥矧 ま1gとして雷管は屯気点火した｡結果をFi
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7に示されるA irGapTcstには.

Bmceton

氏の方法を採用した｡
受撫包としてTNT(比取-L50)

Fig.
SAssembly

brJeten inAtionolLhcdentyoluEELeOfphlep atid 也PIosiy鴨 を用い.25回以

上の鉄色で.起爆する租串が50%のところの搾取を求めた｡括県をTAble2にまとめた

が.それに依ると.データは際立ってまちまちのようである｡例えば.

ポール枚で包み底が裸で底上げの雷管で紘.平底のものより魚分起掛力が良いようだし.かと思うと.鍋.あるいはアルミの

場合には.平底の方が底上げあるいは凸底のものより受爆包に対して.はる

か
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あろう｡3. 乗駿結集の考察I.雷管を起爆色の

中に直接挿入した時臥 その起爆力は底型がどんな種

類のものであっても.はl桐 -のようである｡ この結果は雷管か

らの金属破片のジェ･Jトが高温でかつ,高速で.それがより優

れた起爆力となるというこれまでの

考え方に娃間を生 じさせるものであろう｡この括果により明

解なる説明を施すために,蝕つかの乗故を追加した,

PPち.0.5cmの殉爆距離q)AirG

叩 Testを下記に示す4唖の雷管を用いて来

施した｡4租の雷管の滞元は;i)底上げ骨軌 ii)平底雷管

.iii)底上の凹みの称分に少丘4)粘土を付替させた成上雷管.そして.

iv)同じく庇上林分にTNT をのせた宙管である｡

それ

ぞれについて以下の結曲が得られた｡i) 底上雷管T･は金

属.>'ェ･Jトが･形成きA.A)碇上にあいI=穴の径は 1mm以下

T･.深さは20mtn以上であった｡ii)平底雷管では,デン

ト軸 で最大の任が得られる,iii)粘土をつけた底上雷管{･はデント扶助で小さい
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byRuトJi80CAl*andFu-Me主CHEN■

ThedetonatingstrengthsoEdetonatorswith variousbottom shapesare here

discussedusingNo.2miningexplosiveasacceptors. Inordertohavetheresults

ingood correspondanccwithpractical condiLions,theacceptorswerearrangedin

direc(contactwithdetonators;andinordertohavetheresultscomparablewith

otherexplosivesthedetonatingstrength inairgaptestweredeterminedadditionally

withTNT,andphlegmati之edminiJlgexplosiveasacceptors.

Theresu一tsobtaiJledshowthatunderdirectcontactcondition concavebottom

detonatorshavesomewhatweakerdetonatingstrengththanhtbottom detonators.

butinairgaptest,detonatorswith c打d-boardconfinementzLndbarebottom gave

diversedata･ Moreoverfrom theaveragedetonatingvelocityzLndphlegtnalizedac-

ceptortest,thereislittledefferencebetweenthem.Soaconclusionmaybedrawn

thatitisperhapsunneCCeSSarytOmakethedetonatorbottom concave.
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事故情報-トリシネートの爆発申故

1981年7月22日午前8時30分.ギ')シャのEleEsis

にあるGreekPowderBJldCartridgeCompaJly

S.A.のトl)シネー ト(スチ7ニン酸鉛)分障 ･幹

也工壷で爆発群故が発生した｡気温は34℃,相対軽

度は60%であった.この工墓は安全小壷と.硬いコ

ンクlJ-ト壁を附でて隣接する分鮭 ･挿政小童とか

らなり.分取 ･挿放小壷中の転倒抱栴女偏えた装匠

を安全小壷から速解投作して薬の転倒と分軽を行な

うものであるが.燕の転倒がL終了し,作未着が容番

をとり.秤丘 ･迎故のため分蔽 ･秤丑小壷に入って

いた時.トIJシネー ト1kgが爆発し.作恭者は死亡

し.投枚が俵壊され,舵.虚根の一鉢が･偶落した｡

原田は不明だが.容皆の荷車か落下が考えられる｡

安全対帝としてはもっとよい転倒裳位の設計,取扱

手朝の改良,さらに自動化することが検肘された｡

出札 :国際火棚 琳故情報交換会報告

AccidcntReportNo.376 (#ulk*)

申故付根-ベンスリットの輪舞8故

1980年12月17日13時30分,ギリシャのEIcEsisにあ

るGrcekPowderAndCArtddgeCompnyのペ

ンスtJI/ト庇換工兎で墳発辞故が起った｡気迫14℃

温度61%であった｡!馴 '･煉瓦.良椴 が･コンク')-

ト.周囲が土塊の工畠内で熱風楯項式租見取娩槻に

よりペンスl)ットを位放中強い爆発が起った｡爆発

したペンス])･Jトは250kgで･建物,送風乱 周囲

の唾物に大きな故事をあたえ.煉瓦.木片.金夙片

および非火薬物質等の鼓片で23名がL鞍位を受けた｡

原田は不明だが､iR成田序段の不良による物質の過

熱か.静同気か.温度調節過掛 こおける人の過失かが

考えられる｡対帝としては熟邑乾換-の切替.災専

管昏伯母を与える熟感応緋 をもつ袋田の定位.蘇

しい屯気防護および魚制御袋田の放田がL検討された｡

出典 :国際火範頼群故情報交換会報告

AccideJltRcportN0.375 (#LIJk*)
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